
                                              

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

ポラスグループ ポラス株式会社（本社：埼玉県越谷市 代表取締役：中内晃次郎）では、『第２回 POLUS-ポラス

‐学生・建築デザインコンペティション』の公開審査会を６月２５日（木）に開催し、最優秀賞（１点）、優秀賞（１点）、入

選（３点）、佳作（６点）が決定しました。 

 
 最優秀賞 『衣替えする住宅』 

村松 佑樹（東京理科大学大学院）／山本 大地（東京理科大学大学院） 
 
 優秀賞 『つもる蔵詩』 

山﨑 基弘（大分大学大学院）／村上 大昴（大分大学大学院）                            
大堂 麻里香（大分大学大学院） 

  
 入選 『ひとつにもなれる家』 

吉田 智大（横浜国立大学大学院）／市古 慧（横浜国立大学大学院） 
 
 入選 『５月のツバメは空を渡る』 

守屋 真一（芝浦工業大学大学院）／門井 慎之介（芝浦工業大学大学院） 
荒武 優希（芝浦工業大学大学院） 

    
 入選 『NEXT ROOF GARDEN』 

洞口 由宇（日本大学） 
 
◆  他、佳作６点 

 

コンペティションのテーマ：『時のかさなり』。 

今つくられる街並みも、５０年、１００年経てば、ずいぶん変わります。「時のかさなり」を含めて、新しくつくられ

る町並みを木造建築でデザインしていただきます。 

この公開審査会では、応募総数４４７件の中から１次審査を通過した作品５組による公開審査で、各組、発表者

のプレゼンテーション（５分）および審査員との質疑応答（７分）を行いました。 

本コンペティションは、大学院や大学、高等専門学校、専修学校、高等学校などに通う学生を対象に、建築の道

を志す学生の自由で新鮮な発想（アイデア）を表現・公表する機会を設け、将来活躍が期待される学生の方々を応

援するものです。 

 

２０１５年６月２９日 
報道関係者各位 

ポラスグループ ポラス株式会社 

公開審査会 受賞者決定！ 
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最優秀賞受賞者コメント 

『衣替えする住宅』 

村松 佑樹 （東京理科大学大学院） 

本日は審査員の先生方から多くのご指導、ご指摘をいただきましてありがとうございました。 

二次審査用の模型製作の際には意見の対立など苦労もありましたが、最優秀という賞をいただくことができ、

とても嬉しく思います。 

僕たちが表現したかったことが実際の建築としてより良いものになるよう、今後も２人でブラッシュアップして

いければと思っています。 

山本 大地 （東京理科大学大学院） 

本日はたくさんの貴重なご指摘、ご意見をいただきましてありがとうございました。 

さらに最優秀に選ばれたことはうれしい限りです。 

ここで満足するのではなく、これからも良いものを設計していきたいと思っています。この期間中苦労も多々

ありましたが、これからも２人で頑張っていきたいと思います。 

■ 審査員の講評

審査員長 青木 淳氏 （青木淳建築計画事務所）

街の問題、住宅の問題、人が集まって住むということに対して木造建築で応えていくということを本コンペで

は問うています。 

現実的な問題に対処し解決することが、これからの重要な課題になるので、昨年の第 1 回と比べると、今回

の第２回はより具体的な課題になりました。 

今後も夢だけではなく、現実に対してどう対面し、どのような提案ができるか、それを審査するコンペになっ

ていけば良いと思っています。４４７の応募作品があった中、本日の５作品はどれも素晴らしいものでした。 

■ ポラスグループ代表 中内 晃次郎挨拶

昨年の第１回は応募点数など反響がとても良かったので、今年はどうなるかと少し心配しておりましたが、

登録数が８００件、応募作品数が４４７件とたくさんの反響を頂き、このコンペが少しずつ学生の皆さんに浸透し

てきているように感じ、嬉しく思っています。

入賞された５作品はテーマに沿ってたくさんのアイデアが盛り込まれており、非常に素晴らしいものでした。 

今回から新たに、佳作の表彰を設けさせていただきました。佳作は当初５作品の予定でしたが、審査員の

方々も絞り切れなかったとのことで６作品の受賞ということになりました。全体的に作品の質の高さが伺えて嬉

しく思いました。 

建築を志望する、若い学生の皆さんの目を木材産業、住宅産業に向けていただき、活躍していただく機会を

提供していきたいという主旨で、このコンペを開始しましたので、今回のコンペも「木造」にこだわらせていただ

きました。木造にこだわり続けていくことで、木材産業、住宅産業に対する社会や学生の皆さんの理解を深め

ていただき、今後の日本の建築文化・住文化・住生活をより良くできればと思っています。 

このコンペを通じて「作品の実物件化（※１）」も進めております。学生の皆さんには学業として建築を勉強す

るだけではなく、実物件のプロジェクトを通じて、可能性を最大限に広げて頂きたいと思っています。 

第３回、またそれ以降のコンペを通じて、将来楽しみな新しい才能を見出し、業界の発展に、より一層寄与し

て参りたいと思います。 

（※１）作品の実物件化 

昨年、第１回の全応募作品（４５８作品）を実物件化という視点で改めて選定し、１作品について、「実物件化

プロジェクト」が進行中。 

プロジェクト予定地は、本年１１月中旬販売開始予定のつくばエクスプレス「三郷中央駅」より徒歩８分に位

置する１０棟の戸建分譲現場。第２回の応募作品の実物件化も、近く選定予定。 

本件に関するお問い合わせ先 

ポラスグループ ポラス株式会社 経営企画部 広報チーム 

  丸岡  青柳 

ＴＥＬ：０４８－９８９－９１５１ / ＦＡＸ：０４８－９８７－９２７１ 

e-meil:01824aoyagi-bb@polus.co.jp 

https://www.polus.co.jp/inquiry/various/release/index.php?fmid=Y4K0I4XuH83QgRJh7hG2s1DdW64t0H


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入賞者、審査員の皆さん及び

ポラス代表 中内（前列右か

ら３人目） 

最優秀賞の 

村松 佑樹さん 

（向かって右） 

山本 大地さん 

（同左） 

公開審査会 

プレゼンの様子 

 



■  最優秀賞『衣替えする住宅』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■  優秀賞『つもる蔵詩』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


